
第三回 年少者日本語教育研究フォーラム 
【日 時】 2013年2月18日（月）13：00～17：00 

【会 場】 早稲田大学・早稲田キャンパス 22号館 201・202教室                     

【主 催】 「移動する子どもたち」研究会・早稲田こども日本語研究会）      

 

【プログラム】 

 
時 間 内容 

 
13：00-13：05 「ようこそ！」   川上 郁雄（早稲田大学大学院教授） 

 
第一会場・ 201 

子どもの主体を育てる協働と連携とは 

第二会場・202 

読み書き能力の育成のあり方とは 

発表    

 

 

13：05-13：25 

外国につながる子どもたちの学びの場におけ 

る協働の生成 

東京女子大学大学院 修士課程 秋山 幸 
 

地域社会において異なる立場から子どもに関

わる人々や組織の関係構築のプロセスに着目し

た研究の中から、学校と外の機関との連携につ

いてとりあげる。スクールソーシャルワーカー、

地域日本語教室との関係構築からスタートし、

教育委員会との連携により日本語指導が必要な

子どもの学びの場が創り出された事例をもと

に、既存の枠組みを超えた当事者間の協働がい

かに生成されるか考察を試みる。 

文化間移動をする子どもたちの作文力に関

する調査―外国人児童と日本人児童の出来

事作文における複文の分析を通して― 

東京学芸大学大学院 修士課程 嶌田陽子 

 

 小学２年から６年にかけて日本生育外国

人児童と日本人児童の作文力の発達過程に

どのような違いがあるかを明らかにするこ

とを目的とし、５年間にわたって書かれた

「全校遠足」についての出来事作文、延べ

120 点を複文構造に着目し縦断的に分析し

た。その結果、日本人児童と比較して外国人

児童に発達の遅れがみられる点があること、

特に高学年で複雑さの側面で差がみられる

こと、また両者の複文構造の発達の様子の一

端が明らかになった。 

13：25-13：45 

地域子ども日本語＆学習支援教室に参加する

大学生 

－大学生ボランティアの教室参加動機と視点－ 

早稲田大学日本語教育研究センター  

田中比呂美 

 

外国人保護者家庭の子ども（以下、外国

につながる子ども）のために日本語、及び

学習支援をする地域の教室において、大学

生が無償ボランティアとして参加してい

る。なぜ大学生達が参加するのか、教室活

動でどのような視点・役割を持っているの

かに注目し、大学生と外国につながる子ど

ものための教室との結び付きについて調査

し考察した。これにより、外国につながる

子どもの支援教室における、大学生を中心

とした教室作りの意義と必要なサポートが

明らかになった。 

都立高校入試のための日本語作文指導 

国際基督教大学 教養学部 山本つむぎ 

 

本発表では、９回のチュートリアルを通し

て考察した、効果的な作文指導について報告

する。対象は、中国とベトナムにつながりを

持つ二人の中学生である。作文の形式は、二

人が受験生であったため、都立高校入試に含

まれる２００字作文を採用した。過去問を利

用して、チュートリアルの初め、中盤、最後

に計三回のサンプルを採り、指導の効果を検

証した。発表では、それぞれの生徒が書いた

作文を提示し、それぞれの課題をどのように

クリアしていったかを、具体的に説明する。 



13：45-14：05 

外国につながる高校生のキャリア支援とこと

ばの教育―「大学に行ってみよう」の報告― 

早稲田大学日本語教育研究センター 武一

美、早稲田大学大学院博士課程 金丸巧、同

修士課程 上原龍彦、同修士課程 人見美佳、

早稲田大学日本語教育研究センター 尾関

史、同 横山愛子、WASEDA INTERNATIONAL 

SCHOOL 本間祥子 

 

本発表は、外国につながる高校生のキャリア支

援を目的としたイベント「大学に行ってみよう」

の実践報告である。3 回のイベント実施と設計

者らの振り返りを通して、高校生がキャリアを

考える文脈で自分に必要なことばを学んでいく

可能性が示唆された。今回は、2012年 11 月に

相模女子大学 CEMLAルームにて、NPO法人多文

化共生教育ネットワークかながわ、神奈川県立

相模原青陵高校、相模女子大学との協働で行わ

れた第 3回イベントの事例を中心に、キャリア

支援とことばの教育の関連について述べたい。 

支援者と子どもによる文脈作りの可能性 

―支援者の意識変容に伴う文脈の作り手の

変化過程をもとに― 

早稲田大学大学院 修士課程 大森麻紀 

 

本発表では、読み書きを課題とする JSL

の子ども K に対して行った取り出し支援の

様相をもとにする。発表者は、ことばを学ぶ

ためには「意味のある他者」（＝＜他者＞）

とのやりとりが不可欠であるという考えに

立ち、1年以上に渡って、読み書きの文脈に

＜他者＞を取り入れた活動設計を行ってき

た。本発表では、そこでの支援者の活動設計

に対する意識の変容とそれに伴う文脈の作

り手の変化過程をもとに、子どもの主体的な

学びを引き起こす支援のあり方を考える。そ

して、支援者だけでなく子どもとともに支援

を創ることによる学びの可能性を示す。 

 

14：05-14：30 質疑応答・議論 質疑応答・議論 

休憩（10分） 

特別

企画 

 

14：40-15：30 

第一会場・ 201 

パネルディスカッション  

学校現場の課題に私たちはどう向き合うのか：行政と実践研究の連携  

パネリスト：三重県鈴鹿市教育委員会、東京都目黒区教育委員会、川上郁雄（早稲田大学） 

 休憩（5分） 

 
第一会場・ 201 

支援は何をめざすのか 

第二会場・202 

ことばの学びを支える支援とは何か 

 

 

  

発表 

 

 

15：35-15：55 

日本語を母語としない子どものメタ認知の発

達に関わる支援者の役割 

東京女子大学大学院 修士課程 落合 智子 

 

支援者とのことばのやりとりを通して日本語

を母語としない子どものメタ認知を促進する支

援が可能か、ボランティア教室での実践と支援

者への意識調査によって考察した。その結果、

支援者が質問等で 

子どもに学習内容を言語化させることがメタ認

知を促進すること、多くの支援者が子どもに学

習内容について自分で考えさせるために思考を

言語化させていることが明らかになった。ボラ

ンティア教室における支援では、対話を通して

学習内容の言語化を促すことでメタ認知の促進

に繋がると考えられる。 

日本語の孤立環境地域における年少者の日

本語教育 

東京女子大学大学院 修士課程  

チモシェンコ ナターリア 

 

発表者は現在の言語教育の目的として「言

語活動能力」と「異文化理解能力」の育成を

考える必要があると考えている。多言語国家

であるフランス、ロシア、ウズベキスタンの

年少者の日本語教育ではこの能力が発達し

ているか、また、日本語の「孤立環境」にあ

るこれらの国の日本語学習者のために周囲

にいる大人はどのような日本語環境を作っ

ていくのかという問いに答えるために調査

を行った結果について述べる。 



15：55-16：15 

「言語意識」と「キャリア形成」の関係性から

考える高校日本語教育 

―日本語を学ぶ子どもたちの語りを通して― 

早稲田大学大学院 修士課程 人見美佳 

 

本発表は、日本語を学ぶ高校生の語りの分析を

通して、「言語意識」と「キャリア形成」の関

係性を明らかにしようと試みた実践研究につい

てのものである。生徒の語りから、「言語意識」

と「キャリア形成」には強い関連があることが

わかり、「言語意識」が広く学びを支えるもの

であると言える。今回は、その関係性の内実に

迫り、そして、「言語意識」に対してどのよう

に働きかけることができたかを明らかにする。

そこから、今後の日本語教育とはどうあるべき

かを考える。 

外国人児童生徒への母語話者の支援と子ど

もの「学び」 

―小学校２年の算数科の授業会話の分析を

通して― 

東京学芸大学大学院 修士課程 陳 楠 

 

母語話者の入り込み支援の有効性を明ら

かにすることを目的とし、算数の授業での支

援者と中国人児童（1名）の相互作用を発話

機能に着目して分析した。その結果、支援者

の発話の母語の割合は 92％で、主な機能は

情報要求と行為要求で、32％と 23％であっ

た。これに対し、児童は陳述表出の機能を持

つ発話で応じていた。この相互作用をきっか

けに、児童は学習課題への取り組み、内容理

解、一斉授業での発言などが見られた。 

16：15-16：35 

JSL の子どものことばとアイデンティティ

の課題 

早稲田大学大学院 修士課程 

 マルケス・ペドロ 

本発表では、年少者日本語教育における

アイデンティティという概念を脱構築し、

再構築する。具体的に言えば、ことばの学

びにおけることばとアイデンティティの関

係の明確化を求めて、日本語を第二言語と

して学ぶ 4 人の子どもへの実践事例をデー

タに、彼らが日本語を学ぶ・使用する過程

でどのようなアイデンティティにアクセス

していくか、またことばと様々なアイデン

ティティ規範はどう変容していくかを具体

的な例を挙げながら検討する。 

外国につながる子どもの「適応」をどのよ

うに捉えるか 

早稲田大学大学院 博士課程 金丸 巧 

 

本発表では、「適応」の捉え方を議論する。

発表者が行った実践の分析から、自分を変え

たり他者に働きかけたりしながら、それぞれ

の場面で異なる生き方を探す生徒の姿が見

えた。また、それを支えたのは、生徒が自分

の置かれた状況に対する考えを言語化し、自

分の理解を再認識していく支援者とのやり

とりだった。以上から、「適応」とは、日本

の「やり方」への統合ではなく、子どもが複

合的な生き方を見つけていく過程であり、こ

とばの教育はその過程を支える上で重要な

意義をもつことが示唆された。 

16：35-17：00 質疑応答・議論 質疑応答・議論 

＊みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

 


